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高
山
寺
蔵
鷹
司
兼
平
漢
詩
二
首
に
つ
い
て

は
じ
め
に

京
都
栂
尾
の
高
山
寺
が
、
明
恵

（
一
一
七
三
～

一
二
三
二
）
に
よ
る
再
興

以
来
、
貴
顕
の
尊
崇
を
集
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
、

鎌
倉
時
代
に
五
家
に
分
か
れ
た
摂
関
家
の
筆
頭
で
あ
る
近
衛
家
は
、
鼻
祖
基

通

（
一
一
六
〇
～

一
二
三
三
）
が
明
恵
に
帰
依
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
以
下

近
世
ま
で
高
山
寺
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た
。
現
在
も
高
山
寺
に
は

基
通
の
孫
で
あ
る
兼
経

（
一
二

一
〇
～

一
二
五
九
）
の
肖
像
、
金
銅
墓
誌
な

ど
の
美
術
品
や
、
さ
ら
に
そ
の
孫
に
あ
た
る
兼
教

（
一
二
六
七
～

一
三
三

六
）
の

一
筆
五
部
大
乗
経
な
ど
彼
ら
の
信
仰
を
伝
え
る
遺
品
が
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
遺
品
の

一
つ
に
兼
経
の
弟
で
あ
り
、
近
衛
家
か
ら
出
て
鷹
司
家

の
祖
と
な

っ
た
鷹
司
兼
平

（
一
三
二
八
～

一
二
九
四
）
筆
と
さ
れ
る
詩
懐
紙

二
通
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
近
衛
家
と

高
山
寺
の
関
係
の
深
さ
を
物
語
る
参
考
資
料
と
し
て
引
か
れ
る
に
留
ま
る
こ

仁

木

夏

実

と
が
多
く
、
鎌
倉
時
代
の
漢
詩
史
料
と
し
て
十
分
に
考
察
が
行
わ
れ
て
い
た

と
は
言
い
難
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
漢
詩
二
首
の
制
作
の
背
景
に
注
目

し
、
そ
の
文
学
史
上
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一

ま
ず
、
今
回
取
り
上
げ
る
史
料
の
現
状
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

詩
懐
紙

の

一
通
は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
出
品
さ
れ
て
い
る

「伝
鷹
司
兼
平
参
詣
石
水
院
記
」
∩
資
料

一
じ

で
あ
り
、
も
う

一
通
は
、
高

山
寺
聖
教
類
第
四
部
軸
物
唐
櫃
１４

「某
願
文
土
代
」
∩
資
料
二
じ

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
昭
和
五
年
に
謄
写
さ
れ
た
物
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
掲
げ
、
次
に
そ
の
翻
刻
を
挙
げ
る

（割
注
は

〈　
〉
内
に
示
し
た
）
。
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【資
料
１
】
「伝
鷹
司
兼
平
参
詣
石
水
院
記
」

【資
料
２
】
「其
願
文
土
代
」

web公開に際し、画像は省略しました」



【
資
料
１
】
「
伝
鷹
司
兼
平
参
詣
石
水
院
記
」

春
之
暮
月
々
之
下
旬
奉
上
高

山
寺
参
詣
石
水
院
排
権
扉

拝
御
影
不
堪
体
悦
馴
述
其
志

而
己

沙
門
寂
□

三
詣
霊
場
再
拝
神
喜
燿

相
半
尚
餘
身
昨
趨
世
路
愁

祈
運
今
止
奔
波
早
遁

塵
泣
悔
前
非
無
益
悔

願
因
内
証
作
芳
因
鴬
花

月
興
在
何
地
可
在
高
山

石
水
春

【
資
料
２
】
「其
願
文
土
代
」

［　
　
　
　
　
　
］
寺
石
水
院
内

［　
　
　
　
　
　
］
影
柳
述
心
□

□

□

沙
門
寂
理

帰
命
神
明
無
二
志
結
縁

不
浅
坐
霊
場

〈禅
定
尊
閣
崇
神
／
明
帰
仏
陀
不
恥
先
／

跡
施
作
善
修
滅
罪
畢
干
他
寺
彼
白
楽
天
写
吾
真
／

留
香
山
寺
之
経
蔵
今
尊
閣
下
図
自
影
懸
石
水
院
之
／

霊
場
模
帰
法
旨
趣
仰
／
敬
神
之
値
遇
察
曇
意
卿
云
ホ
〉
家
門
餘
慶
答
祈

願
子
々
孫
々
伝
世
長

そ
れ
ぞ
れ

「
記
」
や

「願
文
土
代
」
と
称
さ
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
が
、

沙
門
寂
理
と
い
う
署
名
の
前
に

「柳
述
其
志
而
己
」
、
「柳
述
心
緒
而
已
」
と

あ
り
、
ま
た
句
切
れ
か
ら
、
【資
料
１
】
は
七
言
律
詩
、
【資
料
２
】
は
第
二

句
に
や
や
長
文
の
注
記
を
持
つ
七
言
絶
句
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す
で
に
古
谷
稔
氏
に
よ
る
論
考
が
あ
り
、
沙
門
寂
理
、

す
な
わ
ち
鷹
司
兼
平
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
兼
平
は
父

祖
以
来
の
高
山
寺
へ
の
信
仰
を
よ
く
受
け
継
ぎ
、
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）

に
は
春
日
明
神
の
鎮
守
南
社
を
再
建
し
、
弘
安
十
年

（
一
二
八
七
）
八
月
十

二
日
に
は
高
山
寺
に
て
受
戒
を
遂
げ
て
い
る
。
永
仁
二
年

（
一
二
九
四
）
八

月
八
日
の
死
去
の
後
、
そ
の
墓
は
高
山
寺
深
瀬
の
兼
経
の
墓
所
の
隣
に
営
ま

れ
、　
一
ヵ
月
後
の
九
月
八
日
に
は
、
仁
真
ら
に
よ
っ
て
追
福
の
た
め
華
厳
経

（
３
）

一
部
八
十
巻
が
施
入
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
兼
平
の
高
山
寺

へ
の
信
仰
を
よ
く
物
語
る
生
の
資
料
と
し
て
の

価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
兼
平
の
漢
詩
作
品
と
し
て
希
少
な
も

の
で
も
あ
る
。
父
家
実
や
兄
兼
経
が
和
漢
兼
作
で
知
ら
れ
、
ま
た
、
息
子
兼

忠
も
好
文
の
亀
山
院
、
後
宇
多
院
の
文
事
に
た
び
た
び
参
加
し
、
そ
の
中
心

的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
と
目
さ
れ
る
の
に
対
し
、
兼
平
の
作
文
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
彼
は
決
し
て
文
事

に
く
ら
い
人
物
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

古
谷
氏
の
論
考
で
は
、
筆
跡
の
鑑
定
に
先
立

っ
て
、
高
山
寺
蔵

『
近
衛
殿



御
由
緒
抄
書
』
に
こ
れ
ら
の
漢
詩
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

２つ
。『

近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
曾
同
山
寺
聖
教
類
第
四
部
第

一
七

一
函
二
八
）
は
、

近
衛
家
と
高
山
寺
と
の
交
渉
を
示
す
史
料

（表
白
、
奥
書
な
ど
）
を
抜
き
書

き
し
ま
と
め
た
も
の
で
、
基
通
以
来
の
近
衛
家
の
人
々
と
高
山
寺
と
の
関
係

に
つ
い
て
語
る
場
合
に
は
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
書
に

引
か
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
第

一
に

【
資
料
１
】
の
作
者
名

「
寂

□
」
や

【
資
料
２
】
の
冒
頭
な
ど
欠
損
し
て
い
る
箇
所
が
判
明
す
る
た
め
で

あ
り
、
ま
た
、
第
二
に
は

【
資
料
１
】
の
作
者
名

「寂
□
」
に

「
兼
平
公
」

と
い
う
墨
書
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
近
衛
殿
御

由
緒
抄
書
』
に
よ

っ
て

【
資
料
１
】
【
資
料
２
】
の
欠
損
を
補
い
、
訓
読
し

て
み
よ
う
。

Ａ
　
〈硼
刹
Ⅶ
嘲
酬
劃
〉
春
之
暮
月
、
月
之
下
旬
、
疑
上
高
山
寺
、
参

詣
石
水
院
。
排
権
扉
拝
御
影
、
不
堪
林
悦
。
卿
述
其
志
而
己
。

春
の
暮
月
、
月
の
下
旬
、
高
山
寺
に
挙
上
し
、
石
水
院
に
参
詣
す
。

権
扉
を
排
き
御
影
を
拝
し
て
、
林
悦
に
堪

へ
ず
。
柳
か
其
の
志
を

述
ぶ
る
の
み
。

沙
門
寂
理

三
詣
霊
場
再
拝
神
　
　
三
た
び
霊
場
に
詣
で
再
び
神
を
拝
す

喜
催
相
半
尚
余
身
　
　
一暑
燿
相
い
半
ば
し
て
尚
ほ
身
に
余
れ
り

昨
趨
世
路
愁
祈
運
　
　
昨
は
世
路
に
趨
り
て
愁
に
運
を
祈
り

今
止
奔
波
早
遁
塵
　
　
〈
「
は
奔
波
を
止
め
て
早
く
塵
を
遁
れ
ん
と
す

泣
悔
前
非
無
益
悔
　
　
泣
き
て
前
非
を
悔
ゆ
る
も
無
益
の
悔
な
り

願
因
内
証
作
芳
因
　
　
願
は
く
は
内
証
に
因
り
て
芳
因
と
作
さ
ん

鴬
花
月
興
在
何
地
　
　
鴬
花
月
の
興
は
何
れ
の
地
に
か
在
ら
ん

可
在
高
山
石
水
春
　
　
一局
山
石
水
の
春
に
在
る
べ
し

Ｂ
　
春
之
暮
、
詣
高
山
寺
、
石
水
院
内
拝
禅
定
尊
閤
御
影
、
柳
述
心
緒

而
己春
の
暮
、
高
山
寺
に
詣
で
、
石
水
院
の
内
に
禅
定
尊
閤
の
御
影
を

拝
し
、
柳
か
心
緒
を
述
ぶ
る
の
み

沙
門
寂
理

帰
命
神
明
無
二
志
　
　
神
明
に
帰
命
し
て
二
志
無
し

結
縁
不
浅
坐
霊
場
　
　
結
縁
浅
か
ら
ず
し
て
霊
場
に
坐
し
た
ま
ふ

〈禅
定
尊
閤
、
崇
神
明
、
帰
仏
陀
、
不
恥
先
跡
、
施
作
善
。
修
滅

（
６
）

罪
、
異
干
他
寺
。
彼
白
楽
天
、
写
吾
真
、
留
香
山
寺
之
経
蔵
。
今

尊
閤
下
、
図
自
影
、
懸
石
水
院
之
霊
場
。
模
帰
法
之
旨
趣
、
仰
敬

神
之
値
遇
。
察
異
意
柳
云
爾
〉

〈禅
定
尊
閤
は
、
神
明
を
崇
め
、
仏
陀
に
帰
す
る
こ
と
、
先
跡
に
恥
じ

ず
。
作
善
を
施
し
、
滅
罪
を
修
す
る
こ
と
、
他
寺
に
異
な
れ
り
。
彼
の

自
楽
天
は
、
吾
が
真
を
写
し
、
香
山
寺
の
経
蔵
に
留
め
た
り
。
今
の
尊

閤
下
は
、
自
影
を
図
き
、
石
水
院
の
霊
場
に
懸
く
。
帰
法
の
旨
趣
を
模

し
、
敬
神
の
値
遇
を
仰
ぐ
。
曇
意
を
察
し
柳
か
か
云
ふ
〉

家
門
余
慶
答
祈
願
　
　
家
門
の
余
慶
　
祈
願
に
答

へ

子
々
孫
々
伝
世
長
　
　
子
々
孫
々
伝
世
す
る
こ
と
長
か
ら
む
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『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に
は
Ａ
の
詩
題
に
頭
注
の
よ
う
な
形
で
小
字
に

よ
る

「此
条
モ
鷹
印
也
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
述
す
る

（訓
読
で
は
省
略
）。

内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
Ａ
は
高
山
寺
石
水
院
に
祀
ら
れ
た
神
影
へ
の

畏
怖
と
法
悦
に
始
ま
り
、
か
つ
て
は
世
間
で
の
幸
運
を
祈

っ
た
が
、
今
は
そ

の
慌
た
だ
し
さ
を
逃
れ
て
遁
世
し
よ
う
と
い
う
意
志
を
述
べ
、
そ
れ
を
往
生

の
因
と
し
よ
う
と
言
う
。
お
そ
ら
く
祈
り
の
内
容
か
ら
こ
の

「神
」
と
は
、

石
水
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
藤
原
氏
の
氏
神
春
日
明
神
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｂ
で
は

「禅
定
尊
閤
御
影
」
を
礼
拝
じ
、
子
孫
の
繁
栄
を
願
っ
て
い

る
。
と
も
に
寂
理

（兼
平
）
が
晩
春
二
月
に
高
山
寺
石
水
院
に
参
詣
し
た
時

の
作
と
い
う
点
は

一
致
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
は
同
時
の
作
な
の

だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に
は
、
前
節
で
見
た
漢
詩
二
首
に
先
立

っ
て

「石
水
院
殿
御
参
詣
日
記
」
（以
下
参
詣
記
と
す
る
）
と
い
う
記
録
が
抄
書
さ

れ
て
い
る
。
漢
詩
を
読
む
上
で
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
長
文

に
わ
た
る
が
以
下
に
引
用
す
る

（
一
つ
書
き
に
つ
い
て
便
宜
上
数
字
を
付
し

た
）
。

【資
料
３
】
『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
（４
オ
～
５
ウ
）

①
　
一
、
正
応
二
年
二
月
二
十
日
、
左
府
殿

〈千
時
氏
長
者
〉
石
水
院

殿
御
参
詣
日
記
之
写

②

　
一
、
日
限
定
後
、
二
月
八
日
、
近
衛
殿
御
使

〈勘
解
由
判
官
明

英
〉、
来
二
十
日
頃
、
石
水
院
殿
御
参
詣
之
旨
、
御
内
々
被
仰
示
給

〈云
々
〉。
無
子
細
之
旨
領
掌
申
之

〈云
々
〉

③
　
一
、
殿
下
為
御
暇
乞
、
密
々
之
御
社
参
。
狩
衣
御
袴
着
御
、
諸
堂
、

旧
跡

〈七
処
〉
御
巡
礼
。
次
、
禅
堂
院
上
人
御
影
所
、
摩
尼
殿

〈各

御
誦
経
物
被
備
之
〉
。
次
上
人
御
廟
堂

〈焼
香
、
御
誦
経
〉
、
次
先
公

御
墓
所

〈各
焼
香
、
同
行
〉。
次
先
公
御
真
影
所
、
別
被
備
御
誦
経

物
等
也

〈川
刹

′、―
鷹
司
期
列
劉
引

り―
〉
。
又
入
御
於
宿
坊
、
御
法
談

及
数
刻
、
故
上
人
在
世
之
旧
好
御
話
、
忘
時
、
御
落
涙
数
行
、
諸
衆

深
奉
感
心
之

〈云
々
〉
。
及
日
暮
還
御
。
衆
徒
又
惣
門
外
、
奉
送
之
、

是
旧
式
也
。

④
　
一
、
同
二
十

一
日
、
左
府
公
御
使
、
弁
乳
人
、
西
院
尼
御
前
、
其

外
女
房
二
十
人
許
、
被
参
詣
。
誦
経
物
以
下
如
先
規

〈仁
治
、
正
嘉

之
例
也
〉
。
饗
料
等
寺
家
之
儲
也
。
今
夕
及
初
更
、
西
院
尼
御
前
達
、

於
金
蓮
華
西
廊
被
宿
之
。
至
二
十
二
日
暮
、
帰
京

〈云
々
〉
。
依
女

一房
達
之
懇
願
、
奉
授
菩
薩
戒
本

〈云
々
〉。

⑤
　
一
、
弁
上
殿
参
詣
。
外
女
房
達
七
八
人
欺
。
同
卯
月
二
日
書
記
之
。

右
正
慶
二
年
己
丑
二
月
二
十
日
左
府
殿

〈干
時
氏
長
者
也
〉
石
水
院

御
参
詣
雑
記
　
　
　
玄
密
阿
閣
梨
之
記
也

内
容
を
簡
略
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
　
こ
れ
は
、
当
時
氏
長
者
で
あ

っ
た
左
大
臣
が
正
応
二
年

（
一
二
八



九
）
二
月
二
十
日
に
高
山
寺
石
水
院
に
参
詣
し
た
際
の
日
記
の
写
し
で

あ
る

②
　
一二
月
八
日
に
近
衛
殿
の
使
い
よ
り
内
々
に
二
十
日
の
参
詣
の
旨
が
伝

え
ら
れ
、
高
山
寺
で
は
そ
れ
を
了
承
し
た

③
　
殿
下
の
参
詣
は

「
御
暇
乞
」
の
た
め
の
も
の
だ

っ
た
。
諸
堂
、
旧
跡

を
め
ぐ

っ
た
後
、
禅
堂
院
の
明
恵
上
人
の
御
影
所
や
摩
尼
殿
、
廟
堂
で

そ
れ
ぞ
れ
読
経
等
を
行
い
、
次
い
で
亡
父
の
影
を
懸
け
た
場
所
で
読
経

を
行
い
物
を
捧
げ
た
。
ま
た
宿
坊
で
上
人
在
世
時
の
こ
と
な
ど
法
談
す

る
こ
と
数
刻
に
及
び
、
時
を
忘
れ
感
涙
を
流
さ
れ
る
様
子
に
皆
感
銘
を

受
け
た
。

④
　
同
二
十

一
日
、
弁
乳
人
ら
女
房
ら
が
参
詣
し
た
。
読
経
等
は
仁
治
や

正
嘉
の
例
に
従

っ
た
。
そ
の
日
は
金
蓮
華
の
西
廊
に
泊
ま
り
、
翌
二
十

二
日
に
帰
京
し
た
。
彼
女
ら
の
懇
願
に
よ
り
菩
薩
戒
本
を
授
け
た

続
く
⑤
は
④

の
女
房
ら
の
参
詣

に
つ
い
て
弁
上
殿

（④

の
弁
乳
人
と
同
人

か
）
と
と
も
に
参
詣
し
た
の
は
他
に
七
、
八
人
か
と
い
う
疑
間
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
四
月
二
日
に
書
か
れ
た
と
い
う
。
末
尾
の

「
正
慶
」
は
正
応
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。

一
読
し
て
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
記
録

に
見
え
る

「
左
府
殿
」

「
殿
下
」
の
行
動
と
、
先
の
兼
平
詩
と
の

一
致

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者

は
と
も
に
暮
春
で
あ
る
二
月
の
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た
、
「
殿
下
」
の
参
詣

は

「
御
暇
乞
」
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
Ａ
の
第
四
句
に

「今

は
奔
波
を
止
め
て
早
く
塵
を
遁
れ
ん
と
す
」
と
遁
世
の
意
志
を
述
べ
る
こ
と

に

一
致
す
る
。
そ
し
て
、
石
水
院
の
御
影
を
拝
し
た
際
に
Ａ
、
そ
の
後
亡
父

の
影
を
拝
し
た
際
に
Ｂ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
Ａ
に
石
水
院
の
春
日

明
神

へ
の
帰
依
が
詠
じ
ら
れ
、
Ｂ
で
は

「禅
定
尊
閤
」
の
信
仰
と
子
孫

へ
の

思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
違
い
は
そ
れ
に
即
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
③
に
割
注
で

「此
条

ハ
鷹
司
殿
ノ
分
ナ
リ
」
と
あ
り
、

ま
た
、
Ａ
に

「此
条
モ
鷹
印
ナ
リ
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
も
両
者
が
鷹

司
兼
平
に
関
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
の
参
詣

記
は
兼
平
の
参
詣
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
結

論
か
ら
言
え
ば
、
記
録
の
中
心
部
分
で
あ
る
③
に
つ
い
て
は
そ
う
考
え
て
良

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
た
と
し
て
も
、
③
以
外
の
部
分
に
は

い
く

つ
か
の
問
題
点
が
残
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

問
題
点
の
第

一
点
は
、
参
詣
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
正
応
二
年
二
月
二
十

日
の
時
点
で
兼
平
は
左
大
臣
で
も
氏
長
者
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、

他
に
左
大
臣
氏
長
者
に
該
当
す
る
人
物
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
兼

平
は
こ
の
二
年
前
の
弘
安
十
年

（
一
二
八
七
）
八
月
十

一
日
に
関
自
と
氏
長

者
の
地
位
を
左
大
臣
二
条
師
忠
に
譲
り
、
そ
の
翌
日
に
は
高
山
寺
で
受
戒
し

て
い
る
。
師
忠
は
そ
の
後
正
応
二
年
四
月
十
三
日
ま
で
関
白
氏
長
者
で
あ

っ

た
が
、
同
日
近
衛
家
基

（
一
二
六

一
～

一
二
九
六
）
が
関
自
の
詔
を
受
け
、

さ
ら
に
氏
長
者
と
な

っ
て
い
る
。
家
基
は
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
を
経
ず
に
関

白
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
間
左
大
臣
は
九
条
忠
教
で
あ

っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん

氏
長
者
で
は
な
い
。

問
題
の
第
二
点
は
、
②
は

「
左
府
」
を

「
近
衛
殿
」
と
す
る
が
、
兼
平
は

近
衛
家
出
身
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
時
は
す
で
に
鷹
司
家
を
分
立
さ
せ
て
お

り
、
こ
の
呼
び
方
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



高
山
寺
聖
教
中
に
、
お
そ
ら
く

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
の
当
該
記
事
が

依
る
と
思
わ
れ
る
記
録

一
通
が

「正
応
二
年
三
月
二
十
日
左
大
臣
家
基
公
石

水
院
御
参
詣
記
」
（第
四
部

一
二

一
函
Ｈ
）
と
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の

「左
府
」
を
家
基
と
す
る
史
料
も
あ
る
が
、
家
基
と
し
た
場
合
、
②
に
日

取
り
に
つ
い
て

「近
衛
殿
」
が
問
い
合
わ
せ
た
と
い
う
箇
所
に
は

一
致
す
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
官
位
が
異
な
り
、
何
よ
り
当
時
二
十
九
歳
で
あ
り
そ

の
後
関
自
氏
長
者
を
務
め
る
家
基
が
こ
の
時
点
で

「御
暇
乞
」
を
行
お
う
と

し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

「正
応
二
年
二
月
二
十
日
左
大
臣
家
基
公
石
水
院
御
参
詣
記
」
の
筆
者
は

江
戸
後
期
の
慧
友
で
あ
る
が
、
彼
は

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に
書
入
れ
を

施
し
た
人
物
で
あ
り
、
当
然
史
料
の
双
方
に
つ
い
て
知
悉
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
彼
は
こ
う
し
た
矛
盾
に
気
付
き
、
少
な
く
と
も
③
と
漢
詩
は
鷹
司
殿
、

す
な
わ
ち
兼
平
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
注
記
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
③
は
参
詣
記
の
抄
出
中
唯

一
日
付
に
関
す
る
記
述
を
持
た
な
い
記
事
で

あ
り
、
こ
れ
の
み
が
続
く
漢
詩
二
首
を
詠
じ
た
際
の
兼
平
の
行
動
と
し
て
矛

盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
通
常
摂
関
を
指
す

「
殿
下
」
が
こ
こ
で
の
み
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
た
と
し
て
も
残
り
の

記
事
の

「左
府
」
の
該
当
者
が
い
な
い
問
題
は
解
決
し
な
い
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
二
月
二
十
日
と
い
う
日
付
で
あ
る
。
兼
平
の

出
家
は
正
応
三
年
二
月
二
十
日
に
な
さ
れ
た
。
④
で
は
女
房
達
の
参
詣
の
先

例
と
し
て
、
仁
治
と
正
嘉
の
例
が
参
考
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
兼
平
の

父
家
実
が
出
家
し
た
仁
治
二
年

（
一
二
四

一
）
と
兄
兼
経
が
出
家
し
た
正
嘉

元
年

（
一
二
五
七
）
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
兼
平
が
父
と
兄

の
先
例
に
倣
い
出
家
直
前
に
石
水
院
に
参

っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
参
詣
記
が

正
応
三
年
を
二
年
に
誤
っ
て
い
る
可
能
性
と
、
参
詣
記
に
記
さ
れ
た
も
の
と

は
別
に
正
応
三
年
二
月
に
兼
平
の
参
詣
が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
が
あ
り
、
混

乱
が
生
じ
た
可
能
性
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
今
回
は
取
り
あ

え
ず
③
の
記
事
を
参
考
と
し
て
Ａ
、
Ｂ
の
兼
平
詩
二
首
の
制
作
背
景
を
う
か

が
う
こ
と
が
出
来
、
漢
詩
の
制
作
は
同
時
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
彼
が
出
家

す
る
直
前
の
正
応
三
年

（
一
二
九
〇
）
二
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

三

前
節
で
は
兼
平
の
漢
詩
二
首
と

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
所
引
の

「左
府

殿

〈干
時
氏
長
者
〉
石
水
院
殿
御
参
詣
日
記
之
写
」
中
の
一
条
の
関
係
を
述

べ
た
。
そ
う
す
る
と
、
Ｂ
の
漢
詩
に
詠
ま
れ
る

「禅
定
尊
閤
御
影
」
と
は
参

詣
記
③
に
見
ら
れ
る

「先
公
御
真
影
」
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
兼
平
の

先
公
、
す
な
わ
ち
近
衛
家
実

（
一
一
七
九
～

一
二
四
二
）
の
影
に
つ
い
て
は
、

次
に
挙
げ
る

『勘
仲
記
』
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

晴
。
猪
隈
殿
に
参
る
。
去
る
五
日
よ
り
御
所
為
り
。
彼
岸
中
五
種
の
行

を
行
は
る
。
御
Ｍ
の‐
御
詞
―こ―
洲
劇
ｄ
側
倒
潤
目
り
。
殿
下

（兼
平
）、

前
殿

（基
忠
）
、
左
大
将
殿

（兼
忠
）
、
実
相
院
僧
正
御
房

（増
忠
）
、

新
僧
正
御
房

（不
明
。
兼
経
息
慈
静
か
）、
浄
土
寺
僧
正
御
房

（慈
基
）

読
ま
し
め
御
す
。
皆
な
是
れ
猪
隈
殿

（家
実
）
御
子
孫
な
り
。
御
瓢
矧

到
ｄ
側
制
到
力ゝ―
。
終
日
聴
聞
す
る
所
な
り
。



（原
漢
文
。
『勘
仲
記
』
弘
安
七
年

（
一
二
八
四
）
八
月
八
日
条
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
秋
の
彼
岸
中
、
猪
隈
殿
で
は

「御
影
」
の
前

で
懺
法
が
行
わ
れ
た
。
家
実
の
月
忌
の
法
要
は
こ
れ
ま
で
も
猪
隈
殿
の
金
蓮

（
９
）

華
院
で
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
読
経
を
行

っ
た
の

が
皆
猪
隈
殿
、
す
な
わ
ち
家
実
の
子
孫
で
あ

っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の

「
御
影
」
は
家
実
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
記
録
は
、
こ
の
家
実
影
が
ど
こ
か

へ
納
受
さ
れ
る
よ
う
だ
、
と
伝

え
る
。
こ
の
納
受
先
と
は
ど
こ
か
。
兼
平
詩
に
よ

っ
て
高
山
寺
に
家
実
影
が

祀
ら
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
、
家
実
自
身
も
高
山
寺
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
高
山
寺
石
水
院
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
兼
平
の
詩
注
に
家
実
が
自
居
易
を
模
倣

し
て
自
ら
の
影
を
奉
納
し
た
と
す
る
記
述
と
は
矛
盾
す
る
が
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
に
お
い
て
寺
院
な
ど
に
懸
け
ら
れ
る
肖
像
は
ほ
と

ん
ど
が
遺
像
で
あ
り
、
生
前
に
描
か
れ
、
懸
け
ら
れ
る
例
が
殆
ど
見
出
さ
れ

な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
記
述
は
自
居
易
敬
慕
の
風
潮
か
ら
な
さ
れ
た
虚
構

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
山
寺
に
は
兼
平
の
兄
近
衛
兼
経
の
肖
像
が
残

さ
れ
て
い
側
。
こ
の
絵
は
法
体
で
あ
る
が
、
画
面
の
右
上
に
墨
書
の
貼
紙
が

あ
り
、
そ
こ
に
、

奉
申
岡
屋
殿
也
。
正
元
元
年
五
月
四
日
莞

禅
定
殿
下
御
影
被
納
石
水
院
又
東
坊
御
影
者
衣
冠
之
像
也

此
尊
像
者
遁
世
入
道
之
御
影
也

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
体
の
像
は
石
水
院
に
納
め
ら

れ
、
さ
ら
に
東
坊
に
は
兼
経
の
衣
冠
東
帯
の
像
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
あ
る
い

は
、
家
実
に
つ
い
て
も
、
兼
平
詩
に
見
ら
れ
る
生
前
奉
納
の
も
の
と
、
月
忌

法
要
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
複
数
の
影
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
景

山
春
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
後
期
の
慧
友
の
古
記
に
当
時
石
水
院
に
置
か
れ

て
い
た
品
々
の
目
録
が
あ
り
、
そ
の
中
に

「
一
、
藤
氏
累
代
御
影
被
納
石
水

院
之
目
録
　
　
一
紙
」
が
家
実
や
兼
経
の
願
文
、
兼
平
の
誓
状
、
兼
教
の
自

筆
五
部
大
乗
経
ら
と
と
も
に
見
え
る
ら
し
（Ｃ
、
石
水
院
に
は
、
家
寿
や
兼
経

以
外
に
も
藤
原
氏
代
々
の
影
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

家
実
の
父
基
通
が
明
恵
に
帰
依
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
石
水
院
と
近
衛
家
、

ま
た
、
そ
こ
か
ら
出
た
兼
平
と
の
ゆ
か
り
は
深
い
。
明
恵
の
護
持
力
に
よ
っ

て
数
々
の
危
難
を
免
れ
、
兼
経
、
兼
平
ら
の
子
に
も
恵
ま
れ
た
基
通
は
、
荘

園
を
寄
進
し
、
子
孫
ま
で
も
の
信
心
を
誓

っ
た
。
そ
の
た
め
、
石
水
院
で
は

毎
日
の
随
求
陀
羅
尼
の
敬
白
に

「博
陸
殿
下
御
願
円
満
、
藤
氏
繁
栄
、
子
孫

長
久
」
と
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
の
石
水
院
は
安

貞
二
年

（
一
三
二
八
）
の
洪
水
で
被
害
を
受
け
た
元
来
の
石
水
院
の
後
を
承

け
、
そ
の
傍
ら
に
あ
っ
た
東
経
蔵
が
春
日

・
住
吉
の
両
明
神
を
移
し
、
「石

水
院
」
と
い
う
名
も
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
春
日

・
住

吉
の
両
明
神
が
東
経
蔵
西
面
の
南
社
に
安
置
さ
れ
た
文
暦
二
年

（
一
二
三

五
）
四
月
に
は
、
近
衛
太
閤

（家
実
）
の
御
願
に
よ
り
長
日
御
供
が
行
わ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
夏
に
は
石
水
院
春
日
社
壇
に
お
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合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
に
も
近
衛
家
の
関
与
が
十
分
に
想
像
さ
れ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
春
日
明
神
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
り
、
石
水
院
、

ひ
い
て
は
高
山
寺

へ
の
信
仰
が
春
日
信
仰
を
軸
と
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
家
実
が
高
山
寺
を
興
福
寺
に
准
じ
る
氏
寺
と
し
、
兼

経
に
到

っ
て
完
全
に
氏
寺
に
補
せ
ら
れ
た
こ
の
時
期
は
そ
れ
が
頂
点
に
達
し

た
時
代
で
あ
り
、
石
水
院
は
そ
の
中
心
で
あ

っ
た
。
家
実
、
兼
経
ら
の
肖
像

が
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
石
水
院
が
家
実

に
発
す
る

一
門
の
精
神
的
紐
帯

で

あ

っ
た
こ
と
の

一
つ
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
兼
平
が
出
家
の
直
前
に
詣

で
、
亡
父
家
実
の
信
仰
に
思
い
を
馳
せ
、
子
孫
代
々
の
繁
栄
を
祈

っ
た
の
は
、

そ
う
し
た
場
と
し
て
の
石
水
院
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

四

し
か
し
、
実
は
高
山
寺
に
先
祖
の
肖
像
を
納
め
た
の
は
近
衛
家
だ
け
で
は

な
い
。
こ
の
約
二
十
年
後
、
花
園
院
は
栂
尾
で
父
伏
見
院
の
御
影
に
接
し
て

い
る
。今

日
、
栂
尾
に
御
幸
す
。
朕
同
じ
く
参
る
。
…

（中
略
）
…
、
巳
剋

に

栂
尾
に
到
る
。
上
皇
元
よ
り
御
影
堂
に
御
坐
す
な
り
。
朕
同
じ
く
参
る
。

前
大
納
言
御
影
を
写
す
奉
為
に
、
律
師
豪
信

〈藤
為
信
卿
の
息
な
り
〉

を
召
し
、
之
を
写
さ
じ
む
。
但
し
頗
る
似
ず
。
此
の
御
影
は
正
慶
の
作

り
奉
る
所
な
り
。
亀
の
相
違
も
無
く
、
龍
顔
に
向
き
奉
る
が
如
し
。
懐

旧
の
涙
抑

へ
難
し
。

（原
漢
文
。
『
花
園
院
寝
記
』
元
応
二
年

（
一
三
二
〇
）
九
月
八
日
条
）

ま
た
、
そ
の
五
年
後
に
は
後
深
草
院
の
御
影
を
伏
見
院
影
の
も
と
に
移
し
て

い
る
。今

日
、
後
深
草
院
御
影
、
法
華
堂
に
渡
ら
し
む
。
衣
笠
殿
回
禄
の
後
、

明
静
院

一
宇
相
い
胎
る
と
雖
も
、
荒
野
の
中
に
て
怖
畏
有
る
の
間
、
議

有
り
。
中
園
殿
に
渡
さ
る
る
べ
き
か
、
将
又
明
静
院
に
渡
る
か
、
栂
尾

に
於
い
て
旧
院
御
影
と

一
所
に
御
座
有
る
か
。
彼
れ
是
れ
議
有
る
の
間
、

孔
子
を
御
影
の
前
に
取
る
の
間
、
法
華
堂
に
渡
り
御
す
べ
き
の
由
告
げ

有
り
と
云
々
。

（原
漢
文
。
『
花
園
院
震
記
』
正
中
二
年

（
一
三
二
五
）

一
一
月
八
日
条
）

さ
ら
に
、
高
山
寺
の
外
に
も
目
を
向
け
れ
ば
、
追
善
供
養
の
た
め
の
故
人

の
肖
像
の
例
を
見
出
す
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
二
条
院
章
子
が
父
後

一
条
院

（
一
〇
〇
八
～

一
〇
三
八
）
の
た
め
に
墓
所
の
傍
ら
に
建
て
た
菩
提

院
に
は
、
直
衣
姿
で
脇
足
に
よ
り
か
か
る
後

一
条
院
の
御
影
が
懸
け
ら
れ
て

い
た
し

（『
栄
華
物
語
』
巻
四
〇
）
、
建
礼
門
院
の
大
原
の
庵
に
は
阿
弥
陀
を

中
尊
と
す
る
来
迎
三
尊
と
と
も
に
安
徳
天
皇
の
御
影
が
懸
け
ら
れ
て
い
た

Ｇ
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
）
。
ま
た
、
水
無
瀬
影
堂
の
後
鳥
羽
院
影
の
影
前
で

追
善
の
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
初
。
こ
れ
ら
の
例
が
そ
れ
ほ

ど
特
異
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
追
善
の
た
め



の
空
間
に
対
象
と
な
る
人
物
の
遺
像
を
掲
げ
る
習
慣
は
当
時
、
あ
る
程
度
の

定
着
を
見
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
当
時
の
遺
像
を
め
ぐ
る
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
Ｂ
の
詩
注
が
家
実
の
影
に
つ
い
て
、
白
居
易
が
自
ら
の
影

（写
真
）
を

香
山
寺
に
奉
納
し
た
故
事
を
引
い
て
称
揚
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
禅
定
尊
閤
は
、
神
明
を
崇
め
、
仏
陀
に
帰
す
る
こ
と
、
先
跡
に
恥
じ

ず
。
作
善
を
施
し
、
滅
罪
を
修
す
る
こ
と
、
他
寺
に
異
な
れ
り
。
彼
の
自
楽

天
は
、
吾
が
真
を
写
し
、
香
山
寺
の
経
蔵
に
留
め
た
り
。
今
の
尊
閤
下
は
、

自
影
を
図
き
、
石
水
院
の
霊
場
に
懸
く
。
帰
法
の
旨
趣
を
模
し
、
敬
神
の
値

遇
を
仰
ぐ
。
曇
意
を
察
じ
柳
か
か
云
ふ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
次
に
挙
げ
る
自

居
易
の
詩
序
を
踏
ま
え
る
。

元
和
五
年
、
予
為
左
拾
遺

・
翰
林
学
士
。
奉
詔
写
真
於
集
賢
殿
御
書
院
。

時
年
三
十
七
。
会
昌
二
年
罷
太
子
少
博
、
為
白
衣
居
士
。
又
写
真
於
香

Ш
剖
司
目
劃
。
時
年
七
十

一
。
前
後
相
望
、
殆
将
三
紀
。
観
今
照
昔
、

慨
然
自
歎
者
久
之
。
形
容
非

一
、
世
事
幾
変
。
因
題
六
十
字
、
以
写
所

懐
。

翁
香
山
居
士
写
真
詩
序
」
翁
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
）

香
山
寺
は
白
居
易
が
修
繕
を
し
、
自
身
の
詩
文
集

『
白
氏
洛
中
集
』
を
奉

納
し
た
寺
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
で
あ
る

「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は

一
つ
に
は
自
身
の
文
学
を
仏
道

へ
の
因
縁
と
す
る
た
め

で
あ
り
、
ま
た

一
つ
に
は
自
身
の
文
学
の
永
続
を
願
う
た
め
で
あ

っ
た
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
家
実
没
後
の
弘
安
七
年
八
月
八
日
の
法
要
で
用

い
ら
れ
た
影
が
家
実
没
後
に
高
山
寺
に
納
め
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
家
実

が
、
生
前
に
影
を
奉
納
し
た
自
居
易
を
模
倣
し
た
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か
の

虚
構
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
虚
構
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
影
を
ゆ

か
り
深
い
寺
院

へ
奉
納
す
る
例
と
し
て
白
居
易
と
香
山
寺
の
故
事
が
人
々
に

強
く
印
象
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

家
実
と
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
源
通
親

（
一
一
四
九
～

一
二
〇
二
）
の

「擬
香
山
模
草
堂
記
」
は
、
先
祖
伝
来
の
鳥
羽
の
地
に
草
堂
を
開
き
、
そ
こ

で
亡
き
主
君
高
倉
院
を
祀

っ
た
こ
と
を
記
す
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
、

「
翻
綺
語
以
帰
仏
乗
者
昔
遺
文
也
、
豊
元
尚
餐
哉
。
樹
劃
画
剰
劇
Ｍ
劉
釧
割

也
、
何
無
照
監
哉
。
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
掲
げ
よ
う

と
し
た
影
が
自
居
易
で
あ

っ
た
の
か
高
倉
院
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
必
ず

し
も
分
明
で
は
な
い
が
、
父
祖
以
来
の
土
地
に
建
て
ら
れ
た
祈
り
の
空
間
に

影
を
懸
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時
に
も
白
居
易
の
例
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。

承
和
期
の
伝
来
以
来
、
我
が
国
に
お
け
る
白
居
易
愛
好
は
、
詩
文
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
彼
の
肖
像
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
彼
は
、
唐
代
の
詩
人
の

中
で
も
自
影
に
関
す
る
事
跡
に
富
む
人
物
で
あ

っ
て
、
生
涯
少
な
く
と
も
五

回
、
自
身
の
肖
像
画
を
作
成
す
る
機
会
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
詩
文

に
残
し
て
い
魏
。
日
本
で
も
早
く
か
ら
そ
の
画
像
が
描
か
れ
た
こ
と
は
、
次

の
よ
う
な
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

…

（前
略
）
・‥
、

露
胆
雖
随
天
暁
隔
　
　
露
胆
は
天
の
暁
く
る
に
随
ひ
て
隔
て
ら
る
る
と



雖
も

風
姿
未
与
影
図
訛

〈到
朝
劇
目
易
風
馴
∃
易
酬
剛
習
側
Ｊ
酬
ヨ
〉

風
姿
は
未
だ
影
図
と
訛
は
ざ
ら
む

〈「「『剌剌『珈剛『刹『刹剌］「剛冽副刹『副ｍ悧］剛『却御コ「「『釧『珈『『副悧『「『「川Ⅷコ剌剛『剛蜘『剌『制蜘剌副［Ⅷ剌［到釧＝渕『］『剌『一‐‐「『釧劇『〉

（藤
原
為
時

「
和
高
礼
部
再
夢
唐
故
白
大
保
之
作
」
『本
朝
麗
藻
』
巻
下

。
一

一
七
）

ま
た
、
平
安
時
代
中
期
に
は
、
彼
が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
尚
歯
会
が
日
本

で
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
白
居
易
ら
七
人
の
老
人
が
そ
の
長
寿
を
祝

っ

て
開
い
た
詩
宴
で
、
そ
れ
を
描
い
た
画
像
が
あ

っ
た
こ
と
が
自
居
易
の
詩
に

あ
る
が
、
日
本
で
は
そ
の
時
に
中
国
で
の
自
居
易
ら
の
尚
歯
会
の
様
子
を
描

い
た
屏
風
を
用
い
る
の
が
例
と
な

っ
て
い
た
。

更
に
、
院
政
期
に
は
自
居
易
愛
慕
の
表
れ
と
し
て
彼
を
半
ば
神
格
化
し
、

そ
の
影
を
掲
げ
て
そ
の
影
前
で
詩
を
詠
じ
る
自
居
易
影
供
が
始
ま

っ
て
い
制
。

家
実
、
兼
経
も
自
邸
に
お
い
て
白
居
易
影
供
と
思
し
い
作
文
を
行

っ
て
お

（２‐
）
り
、
白
居
易
影
を
所
持
し
て
い
た
。
敬
慕
す
る
唐
代
の
詩
人
の
姿
は
人
々
の

ご
く
身
近
に
あ
り
、
そ
の
事
績
を
真
似
る
風
潮
も
自
然
に
起
こ
っ
て
い
た
。

な
ら
ば
、
当
時
の
遺
像
の
作
成
や
寺
院
等

へ
の
奉
納
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
察

す
る
に
あ
た
り
、
自
居
易
の
香
山
寺

へ
の
自
影
奉
納
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
高
山
寺
に
伝
わ
る
鷹
司
兼
平
の
漢
詩
二
首
を
め
ぐ
り
考
察
を
行

っ

た
。
現
存
す
る
兼
平
直
筆
の
史
料
で
は
欠
損
し
て
い
る
部
分
を
、
江
戸
時
代

後
期
の

『
近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に
よ

っ
て
補
い
、
さ
ら
に

『
近
衛
殿
御
由

緒
抄
書
』
所
載
の

「
石
水
院
参
詣
記
」
と
の
関
係
を
整
理
し
た
。
ま
た
、
詩

注
の
中
で
兼
平
が
、
亡
父
家
実
が
自
居
易
に
倣

っ
て
自
影
を
高
山
寺
に
奉
納

し
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
例
を
参
考
に
そ
の
意
義
に
つ
い
て

私
見
を
述
べ
た
。

追
善
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
故
人
の
影
と
そ
れ
に
関
わ
る
詠
詩
の
例
と
し

て
、
兼
平
の
作
は
美
術
史
的
に
も
資
料
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

文
学
史
の
上
で
は
次
第
に
仏
教
色
を
強
め
て
ゆ
く
人
麿
影
供
等
の
行
事
と
の

関
わ
り
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
深
め
る
べ
き
問
題
を
多
く
残
し
た

が
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（１
）

「高
山
寺
本

「鷹
司
兼
平
筆
蹟
」
考
証
」
『〓
Ｃ
∽
”
Ｃ
〓
』
四
三
七

（
一
九

八
七
年
八
月
）

（２
）

『高
山
寺
聖
教
類
第
四
』
第

一
七
六
函
番
外
２

（３
）

景
山
春
樹

「高
山
寺
の
金
同
墓
誌
に
つ
い
て
」
「
佛
教
美
術
』

一
六

。
一

九
五
二
）

（４
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
な
お
、
高
山
寺

典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

『高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
四
』
舎
回
山
寺
資

料
叢
書
第
十
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八

一
年
二
月
）
に
よ
る
書
誌
は

次
の
通
り
。

近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
　
　
　
　
　
一
帖

○
江
戸
末
期
写
、
袋
綴
装
、
朱
書
書
入
、
朱
点

（仮
名
、
江
戸
末
期
）、
墨

書
書
入

（慧
友
筆
）、



（表
紙
）
「十
無
尽
院
」

（５
）

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
は

「攀
」
と
す
る
。

（６
）

資
料
１
は

「畢
」
と
す
る
が
、
意
味
が
通
じ
が
た
い
た
め
、
『近
衛
殿
御

由
緒
抄
書
』
に
従
い

「異
」
に
改
め
た
。

（７
）

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
は

「趣
」
を
欠
く
。

（８
）

昔同
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

『高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
四
』
に

よ
る
書
誌
は
次
の
通
り
。

正
応
二
年
二
月
二
十
日
左
大
臣
家
基
公
石
水
院
御
参
詣
記

○
江
戸
末
期
写
、
慧
友
筆
、
竪
紙
、
紙
背
文
書

（高
山
寺
雑
掌
書
状
案
）
ア

（９
）

兼
経
の

『岡
屋
関
白
記
』
や
そ
の
子
基
平
の

『深
心
院
関
白
記
』
な
ど
に

よ
れ
ば
、
家
実
の
月
忌
は
全
て
金
蓮
華
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。
金
蓮
華
院
は

猪
隈
殿
に
あ
っ
た
堂
で
、
高
山
寺
と
ゆ
か
り
が
あ
り
、
そ
の
荘
園
の
一
つ
摂

津
国
細
河
庄
は
兼
平
に
よ
り
、
「有
限
之
寺
用
外
、
被
寄
栂
尾
」
と
さ
れ
て

い
る

「
鎌
倉
遺
文
』

一
八

一
八
二

「鷹
司
兼
平
譲
状
案
し
。
な
お
、
先
に

み
た

「参
詣
記
」
④
で
女
房
達
が
参
詣
の
折
に
宿
泊
し
た
栂
尾
の

「金
蓮
華

西
廊
」
と
は
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（１０
）

梅
津
次
郎

「藤
原
兼
経
像
」
「
國
華
』
八
八
四

。
一
九
六
五
―
一
一
）
参

照
。
た
だ
し
、
こ
の
論
は

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に
引
く
兼
平
詩
の

「禅

定
尊
閤
御
影
」
を
兼
経
像
と
す
る
。

（１１
）

景
山
春
樹

「高
山
寺
の
鎮
守
社
と
そ
の
遺
宝
」
「
神
道
美
術
』

一
九
七

三

・
雄
山
閣
出
版
）

（‐２
）

『近
衛
殿
御
由
緒
抄
書
』
に

コ
局
山
寺
十
無
尽
院
所
蔵
求
聞
持
次
第
日
記

ノ
裏
書
二
真
友
砂
ノ
問
答
ヲ
抄
出
セ
ラ
レ
タ
リ
、
醍
醐
寺
賢
西
阿
閣
梨
ノ
問
、

栂
尾
池
房
慈
順
上
人
ノ
答
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（‐３
）

『高
山
寺
聖
教
類
第
四
』
第
二
七
函
５

（１
）。
表
書
に

「弘
安
二
年
夏
於

石
水
院
殿
春
日
社
壇
和
漢
詩
歌
舞
楽
云
々
」
と
あ
り
、
紙
背
に

「春
日
講

妙
音
講
」
と
あ
る
。

（‐４
）

『高
山
寺
聖
教
類
第
四
』
第
二
七
函
６

（‐５
）

佐
々
木
孝
浩

「追
善
歌
会
と
し
て
の
影
供
―
後
鳥
羽
院
影
供
に
つ
い
て
の

一
考
察
―
」
今
日
本
文
学
』
四
三

。
一
九
九
四
―
七
）
参
照
。

（‐６
）

米
倉
迪
夫

「鎌
倉
時
代
の
絵
画
―
物
語
と
景
観
と
人
の
絵
画
を
め
ぐ
っ
て

―
」
「
日
本
美
術
全
集
第
九
巻
　
縁
起
絵
と
似
絵
』
（講
談
社

・
一
九
九
二
）

参
照
。

（‐７
）

拙
稿

「源
通
親

「擬
香
山
模
草
堂
記
」
新
考
」
翁
白
居
易
研
究
年
報
』

四

・
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（‐８
）

以
下
、
自
居
易
と
彼
の
写
真
詩
に
つ
い
て
は
、
澤
崎
久
和

「白
居
易
の
写

真
詩
を
め
ぐ
っ
て
」
「
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第

一
部
　
人
文
学
』
三

九

。
一
九
九

一
）
を
参
考
と
し
た
。

（‐９
）

尚
歯
会
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄

「尚
歯
会
の
系
譜
―
漢
詩
か
ら
和
歌
ヘ

ー
」
翁
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』、
笠
間
書
院

。
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（２０
）

藤
原
敦
光

「白
居
易
祭
文
」
「
本
朝
続
文
粋
』
巻

一
二
）、
小
峯
和
明

「願
文

・
表
白
を
中
心
に
」
「
白
居
易
研
究
講
座
』
四

・
一
九
九
四
）、
山
崎

誠

「も
う
ひ
と
り
の
白
楽
天
―
偽
伝
と
偽
書
の
世
界
か
ら
―
」
「
白
居
易
研

究
講
座
』
四

。
一
九
九
四
）
参
照
。

（２‐
）

陽
明
文
庫
蔵

『猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
は
猪
隈
関
白
と
呼
ば
れ
た
家

実
の
自
邸
で
行
わ
れ
た
作
文

（詩
会
）
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

「羽
林
亭
裏
歓
遊
席
、
「
川
川
コ
倒
「
「
ヨ

〈新
利
劇
型
「
釧
「
劇
塑
司
川
謝
「

酬
酬
州
制
と

（平
親
輔

「秋
夜
同
賦

「対
月
契
千
秋
」
各
分

一
字
応
教
詩

〈探
得
章
字
〉
し

や

「刹
因
ヨ
目
調
劇
剣
、
海
底
珊
瑚
松
尚
優
」
（平
親
輔

「夏
日
測
目
到
更
翻
糊
期
嘲
翻
「

同
賦

「澗
底
松
」
詩

一
首
し

の
よ
う
な
例

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
兼
経
に
つ
い
て
は
、
『葉
黄
記
』
宝
治
元
年

（
一
二

四
七
）
九
月

一
三
日
条
に

「近
日
於
殿
下
毎
月
ニ
ケ
度
有
作
文
、
又
被
講
史

記

〈云
々
〉、
…

（中
略
）
・‥
、
於
寝
殿
東
面
有
此
儀
、
被
懸
楽
天
影
。
先

講
夏
本
紀

〈在
章
朝
臣
読
之
也
〉
、
…

（中
略
）
…
、
次
講
賦
夏
本
紀
詠
史

詩

〈良
頼
読
之
〉、
・こ

と
見
え
る
。
こ
こ
で
兼
経
は
白
居
易
影
の
前
で
作



詩
の
み
な
ら
ず
、
『史
記
』
と
い
う
歴
史
書
の
講
読
ま
で
を
行

っ
て
お
り
、

そ
の
意
図
は
こ
の
記
事
の
み
で
は
量
り
が
た
い
が
、
『猪
隈
関
自
記
紙
背
詩

懐
紙
』
に
も
、
自
居
易
影
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
「夏
日
賦
論

語
」
や

「秋
日
賦
毛
詩
」
「秋
日
賦
左
伝
」
な
ど
歴
史
書
や
儒
書
に
つ
い
て

賦
す
詠
史
詩
の
作
例
が
残
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
注
意
さ
れ
る
。

［付
記
］

真貝
重
な
史
料
の
調
査
お
よ
び
紹
介
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
高
山
寺
及
び

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
国
際
会
議

「仏
教
学
を
越
え
て
―
日
本
仏
教
研
究
の
新

し
い
方
向
性
」
（於
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
、
二
〇
〇
七

年

一
一
月
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

「絵
の
前
の
文
学
空
間
」
に
一
部
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
促
進
費

「中
世
前
期
貴
族
社

会
に
お
け
る
漢
詩
文
の
基
礎
的
研
究
」
（研
究
代
表
者

。
仁
木
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
に
き

。
な

つ
み
　
本
学
大
学
院
助
教
）




